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◎「ウクライナ支援」News Letter（51）２０２６年５月２２日 

                                                      

ミッション・宣教の声 

主にある皆様へ 

いつも、祈り覚えてくださり、お礼を申し上げます。現在もウクライナでは、

日々ロシアの攻撃がつづいています。情勢は大変きびしい情勢です。マスコミ

の報道も中東やアジアに向いています。船越宣教師夫妻は、今日もその戦地に

おいて、宣教活動をつづけておられます。 

今年も船越宣教師夫妻は、短期の一時帰国される予定です。現在の予定では、

７月１９日（日）に大阪・北浜にお越しくださり「ウクライナ講演会」を開い

てくださいます。近隣の方々には、ぜひご参加いただきたいと願っています。

そして、ウクライナからの生のニュースをお聞きいただければ幸いです。 

ここに、先日届いた船越師夫妻からのメールを添付します。どうぞ祈り、覚え

てください。 皆様の上にも、主の加護がありますようお祈りをお願いしま

す。 

                       黒田 禎一郎 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

愛する                                

愛する皆様へ 

いつもウクライナのことを覚え、オデッサでの私たちの宣教の働きのためにお

祈りくださり、ご支援くださっていることに、心から感謝をしています。 

５月９日、ロシアでは対独戦勝記念式典と軍事パレードが行われました。この対

独戦勝記念日は、ロシアにとって一年の中で最も重要な国家的記念日です。特に

２０２２年にロシアがウクライナへの全面侵攻を開始して以来、この日は単に

８０年前の過去におけるナチス・ドイツに対する勝利を記念する日ではなく、現

在進行中のウクライナ戦争におけるロシアの「勝利」を象徴する日として、特別

な意味づけがなされてきました。 
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昨年は中国の習近平氏も出席し、ロシアの力と威信を国内外に示すような演出

がなされました。しかし、今年の軍事パレードは一転し、２０年ぶりに戦車部隊

などが参加しない、異例とも言える小規模なものとなりました。このことから、

ロシアが軍事的にも経済的にもかなり厳しい状況に置かれているのではないか

と報道されています。実際、東部戦線においてもロシア軍の前進は各地で阻まれ、

一部の地域ではウクライナ軍による領土の奪還も見られています。 

しかし、それは決してウクライナが優勢になったことを意味するものではあり

ません。ウクライナもまた、今なお非常に厳しい状況の中に置かれ続けています。

オデッサをはじめ、ウクライナ各地の都市に対するロシア軍の空爆は連日のよ

うに続いています。５月１４日に行われたキーウへの空爆では、２４名の一般市

民が犠牲となりました。ロシアが戦争終結に向けて動き出したとはとても言え

ない状況が続いています。また、東部戦線でのウクライナ兵の死傷者も増え続け

ています。 

私たちの教会のアルチョム

兄と勇貴は、チャプレンとし

て、地元の徴兵委員会からの

要請に応じ、戦没兵のご家族

に、夫や息子が戦死したこと

を告知する徴兵委員会員を

補佐する働きをしています。

時には、一週間のうちに何件

もの告知に同行しなければ

ならず、その知らせを受けた

ご家族の深い悲しみ、混乱、言葉にならない叫びを、そばで受け止めなければな

りません。そこには、言葉では語ることのできない戦争の現実があります。また、

戦争が長引く中で兵士不足も深刻化し、徴兵はさらに厳しくなっています。多く

の男性たちは外出することを恐れて家にとどまっている状態も多くあります。

また、違法に国外へ脱出しようとする男性たちも後を絶ちません。先日も、私た

ちの知人の家族である４５歳の男性が国外脱出を試み、その途中で命を落とし

ました。その葬儀に立ち会ったご家族の心境は、本当に複雑で、言葉に尽くせな

いものでした。 

このような状況の中で、ウクライナ社会全体はますます暗く、重くなっています。

人々の心には、疲れ、不安、怒り、失望が積み重なっています。そのような中で、

教会がこの地において果たすべき使命は本当に大きいことを痛感しています。
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暗闇が深いからこそ、キリストの福音の光が必要とされています。私たちの教会

が、恐れに支配されることなく、愛と勇気をもって人々に福音を伝えることがで

きるように、そして、この戦争の暗闇のただ中で、イエス・キリストにある希望

の光を輝かせることができますように、続けてお祈りください。 

５月１０日（日）の礼拝では、『母の日礼拝』を行いました。私たち一人ひとり

に母を与えてくださった主に感謝し、また母親たちの上に、主の慰めと祝福が豊

かに注がれるように、心を合わせて祈るときとなりました。 

この礼拝には、戦争で息子を失ったお母さんたち、また夫を失い、今は一人で子

どもを育てているお母さんたちも参加しました。母の日は、本来、感謝と喜びに

満ちた日です。しかし、今のウクライナでは、その喜びの中にも深い悲しみや痛

みが重なります。それぞれのお母さんたちの歩みを覚えながら、主がその心を支

え、日々必要な力を与えてくださるように祈りました。礼拝後には、教会でバザ

ーを行いました。姉妹たちが腕を振るって作った料理やお菓子が並び、みんなが

盛り上がりました。戦争の緊張と不安が続く日々の中で、共に食べ、語り合い、

笑顔を分かち合う時間は、大きな憩いと励ましのときとなりました。 

日曜礼拝では、引き続き「聖書が教える赦しに

ついて」というシリーズでみことばを学んでい

ます。現在進行形で侵略を受け、家族や友人を

失い続けているウクライナの人々に向かって、

「赦し」について語ることには大きな難しさを

覚えます。赦しという言葉は、痛みの中にいる

人にとって、あまりにも重く、簡単には受け止

めることのできない言葉だと思います。しかし

同時に、赦しは聖書が避けて通らない大切なテーマです。赦しは、決して悪を

軽く見ることではありません。不正義を見逃すことでも、傷つけた相手を安易

に信頼することでもありません。むしろ、正義の主にさばきをゆだねながら、

憎しみに心を支配されないために、神が私たちを導いてくださる恵みの道であ

ることを私たちは学びたいと願っています。この学びを通して、私たち自身、

キリストの十字架に現された神の赦しの深さと、神の正義と恵みの力を、より

深く理解することができるように願っています。 

水曜集会では、引き続き「ローマ人への手紙」を学んでいます。これまで９〜１

１章を学び終え、これから１２章に入っていきます。福音は、私たちの救いの教

理にとどまらず、日々の生活、人間関係、奉仕、社会での役割、苦しみの受け止
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め方、そして教会の歩み全体を造り変える力であることを学びたいと願ってい

ます。この学びを通して、私たちが生活のすべての領域で働く福音の力をさらに

深く理解し、実際に体験していくことができるように、どうぞお祈りください。 

HOPEニコライエフ、HOPE ヘルソン（ポサド・ポクロフスケ）、ウシンスキ大学

での日本語授業の働きも継続しています。さまざまな出会いの中で、主が福音の

種をまき続けてくださっていることを感謝しています。前線にいる兵士たちへ

の支援も続けています。私たちは６月初旬に、ハリコフ方面の部隊を訪問する予

定です。必要な物資を届け、兵士たちに主にある励ましと祈りを届けることがで

きるように、また移動と訪問のすべてが守られるように、お祈りください。 

 

日本の皆様の尊いお祈りとご支援に、心から感謝いたします。そして、主の豊か

な祝福と平安がありますように、心からお祈りいたします。 

船越真人・美貴 

船越真人・美貴 

◎ 祈 り の 課 題	  

1.「ウクライナ・ロシア戦争」が停止・終息しますように 

2. 戦争犠牲者が最小限にとどまりますように 

3  苦難の中で、キリストの福音が宣べ伝えられますように 

4. 教会(集会)指導者に、神の助けと導きがありますように 

5. 日本からの支援献金が豊かに用いられますように。 

6. 船越宣教師家族が、日々危険な中でも主に守られますように。 

※ 「ミッション・宣教の声」の オンライン献金先は次です。	 	

https://vomj.jp/free-donation/ 

https://vomj.jp/free-donation/

